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１．研究計画の概要 
  本研究は、途上国において、特に乳幼児

の高い死亡原因となっている細菌性下痢
症の実態を把握するため、都市部はもちろ
ん HIV/AIDS 感染等の種々の感染症が大き
な社会問題となっているビクトリア湖周
辺地域において、病原性大腸菌を中心とし
た病因学的調査を実施し、下痢症の罹患率、
環境への浸淫状況から、この地域で取り組
むべき公衆衛生学的な課題から具体的な
方策に至るまで、探るのが目的である。 

 
２．研究の進捗状況 
（１）これまではナイロビのラボの基盤整備

に力を注ぎ、特に細菌の分離、同定、PCR
法などの技術的なトレーニングを現地ス
タッフに対して行ってきた。同時に当ラボ
に設置した P3 施設を使って、バイオセイ
フテイーの実践を試み、プロジェクトを推
進している。 

（２）コレラサーベイについても厚生省との
協力関係を維持し、現在のところ順調に検
体採取を行っている。分離コレラ菌株の生
物型および薬剤耐性遺伝子に関する分子
生物学的解析を行っている。さらにランプ
法を用いたコレラの迅速検査法のフィー
ルドでの実用化にむけた検証を行ってい
る。 

（３）ナイロビ近郊のキアンブ病院からの小
児下痢症に関する病因学的検索も順調に推
移している。ロタを含めた細菌性下痢症の
病因学的検索を細菌学的および PCR を用
いて精査している。 

（４）ナイロビから離れた西ケニアのスバ県
（４５０Km）における県立病院の検査室の

ラボ整備を行っている。この整備は昨年から
行われているが、多少工事進捗が遅れ気味で
ある。しかし、昨年度の日本大使館の草の根
無償による整備計画も決まり、今年度早々に
開始される見込みとなり、本科研費も最終年
ではあるが本格的に病因学的検査が実施で
きる体制が整いつつある。整備が修了次第、
スタッフを派遣し、下痢検体から各種病原体
の分離を行い、その病原的意義について分析
を開始する。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している。 

  
（１）コレラの調査に関してはほぼ初期の目
標を達成し、さらに細菌学的、分子生物学的
に解析し、流行株の性状を明らかにすること
ができる。 
（２）小児下痢症の病因学的解析はロタウイ
ルスや他のまれな病原菌について、細菌学的
な手法のみならず、PCR を用いた解析を行え
ばほぼ全体像を展望できる。 
（３）残りのリモートエリアでの調査に力を
入れて行く予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）コレラの流行調査を継続し、厚生省
と協力して、情報と技術協力を継続し、ラ
ンプ法を用いたコレラ迅速診断法の検証も
行いなから流行菌株の分子生物学的分析を
行なう予定である。 
（２）ナイロビ近郊のキアンブ地区の小児
を対象にしたロタウイルス感染による実態
調査と同時に、細菌性下痢症の病因学的分
析を継続する。 
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（３）また、人口静態動態監視システム
(DSS)を構築しているスバ地域では、現在、
下痢症の疫学的解析を行なうためにラボ
の整備を進めている。HIV/AIDS感染が細菌
性下痢症の罹患率と保菌率、あるいは重症
化率などに及ぼす影響などを分析する予
定である。 
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